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問 1. 次の (1)–(4)の命題の真偽を判定し、正しければ⃝を、間違っていれば×をかけ。

(1) A = (0, 1) ∪ (2, 3) ⊆ Rとする。このとき 1
2 はAの上界である。

(2) A ⊆ Rを上に有界な（空でない）集合とする。このときmが集合Aの最大値ならばmは集
合Aの上限である。

(3) AをQの（空でない）部分集合であって上に有界なものとする。このとき AはQに上限を
もつ。

(4) 自然数全体の集合 Nは上に有界でない。

問 2. 次の集合の最大値、上限をそれぞれ求めよ。ただし、解答は数値だけでよい。また、最大値
（または上限）をもたないときは×をかけ。

B = {x ∈ R | x ≤
√
2} ∩Q.

(解答欄)

問 1.

(1) (2) (3) (4)

問 2.

最大値 :

上　限 :


